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pスカルの護教論に於ける理性，そして心情

山崎信二（1）
『ラモーの甥』の逆説　　　　佐藤和生（12）

ユゴーにおける「自然」について

大橋寿美子（28）
ヴィクトル・ユゴーの詩における

ボナパルチスム

一十九世紀ナショナリズムと文学一

西川長夫（39）
ルイ・ランベール
一バルザックによる知的な青年主人公の創造一

黒崎靖子（57）
「社会生活の病理学」と「パリ生活場景」

の主題

一「パリ生活場景」論（1）一　　西川祐子（65）’

プルーストにおける彷裡と探求

一r失われた時を求めて』における

塔の形象をめぐって一　　　　飯田龍天（75）

「芸術論集」と想像力　　　　筏　圭司（90）

・話法不定法の歴史的考察　　　福本直之（97）

一．‘ G　　　、　［董麗一薯
一京都大学フランス文単研輩　　“
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